
男 女 共 同 参 画 基 礎 講 座 受講者
募集

参加費無料

託児あり

オフ ィ スピ ュ ア代表。 男女共同参画政策に関する アド

バイ ザー業務や人材育成事業、 イ ベン ト プ ロ デュ ース

など を 行う 。「 かごし ま女性政策研究会」 で、 研究・ 実

践活動を 展開。 内閣府主催の男女共同参画政策研修会

を はじ め、 全国で 講師と し て 活躍する と と も に、 鹿児

島県男女共同参画審議会会長を 務める。 令和２ 年度「 男

女共同参画社会づく り 功労者内閣総理大臣表彰」 受賞。

男女共同参画関連講座において、 全国の学校、 地域、

自治体、 企業等で講師と し てワーク ショ ッ プを 実施。

2013 年から は鹿児島県男女共同参画学びの広場事

業コ ーディ ネータ ーと し て 県内小中学校、 教職員、

保護者・ 地域の方々にワーク ショ ッ プ・ セミ ナーを

実施。 オフ ィ スピ ュ アに所属し 、 多様性ト レ ーナー、

ワーク ショ ッ プデザイ ナーと し て活躍中。

たも つ ゆかり さ ん 髙﨑 恵 さ ん

講 

師 

紹 

介

受講資格 原則と し て、 毎回受講でき る方 定員 （ カ ク イ ッ ク ス交流センタ ー会場）80名

知る、 気づく 、 動く ！「 わたし 」 から 始まる男女共同参画・ ジェ ンダー平等

※一部市町村では、 市町村会場（ zo o m によ る オン ラ イ ン 受講） を 設置し ています。 各市町村会場の定員は、 各市町村男女共
同参画担当課にお問い合わせく ださ い。

（ 市町村会場）

鹿児島県男女共同参画セン タ ー（ カ ク イ ッ ク ス交流セン タ ー男女共同参画推進課） 〒8 9 2 -0 8 16 鹿児島市山下町 14 -5 0

E-m a il： p -ha rm ony@ p ref .ka g osh im a . lg . jp電話： 0 9 9 -2 2 1-6 6 0 3 ／Ｆ Ａ Ｘ： 0 9 9 -2 2 1-6 6 4 0

申し 込み方法は裏面をご覧く ださ い

第１ 回

6/ 7 土

13:15-16:45
受付 12:30~

　 「 わたし 」 の働き 方・ 暮ら し 方に寄せて、 男女共同参画社会について体系的・ 実感的な理

解を 深める ために、 人権・ 男女平等の歴史的背景、 国際社会の動向などを 紐解き ながら 、 そ

の理念、 キー概念「 ジェ ンダー」 について学びます。

データ で読み取る鹿児島県男女共同参画の現状と 課題

「 知る」 ～男女共同参画社会の基本的考え方 №１

第４ 回

7/ 5 土

13:15-16:45
受付 12:30~

⚫ 男女共同参画社会の基本的な考え方　 №３

「 動く 」 ⚫ 地域で身近に男女共同参画・ ジェ ンダー平等を進めるために

「 知る」

　 地域課題が多様化・ 複雑化・ 複合化する 中、 「 誰一人取り 残さ れない～誰も が安心し て暮

ら すこ と ができ る」 イ ン ク ルーシブな地域であるこ と を 目指す「 男女共同参画の視点に立っ

た地域づく り 」 について学び、 その実践を 通し て地域で身近に男女共同参画・ ジェ ン ダー平

等を進める意義について確認し 、 その方策を探り ます。

6/28 土

13:15-16:45
受付 12:30~

　 日々の暮ら し の中で感じ るジェ ンダーに関するモヤモヤや生き づら

さ …、 それら の〝つぶやき 〟は、 どこ から 〝わたし に〟やっ てく るの

でし ょ う か？その中に潜むアンコ ンシャ スバイ アス（ 無意識の偏見や

思い込み） に気づき 、 男女共同参画・ ジ ェ ン ダー平等のキー概念

「 ジェ ンダー」 について｢自分事｣と し ての理解の涵養を図り ます。

「 気づく 」 ～ジェ ンダーを「 自分事」 に寄せて実感的に理解するために

～気づき の窓を ひら く  ワーク ショ ッ プ～　
第 3 回

改めて自分を 見つめ直し たり

参加者のみなさ まのご意見な

ど も 拝聴でき たり と 、 と ても

有意義な時間だっ た。

昨年の受講者アンケート より

第２ 回

6/21土

13:15-16:45
受付 12:30~

　 第１ 回に続き 、 「 わたし 」 の働き 方・ 暮ら し 方に寄せて 、 人

権・ 男女平等の歴史的背景、 国際社会の動向な ど を 紐解き な が

ら 、 その理念、 キー概念「 ジェ ンダー」 について学びます。

「 知る」 ～男女共同参画社会の基本的考え方 №２

自分の中のモヤモヤが晴れて

き ま し た。「 一人ひと り の人

権の尊重」 今までの自己の概

念や固定概念を見直すいい機

会だっ た。

昨年の受講者アンケート より

鹿児島県男女共同参画センタ ー主催 会場 カ ク イ ッ ク ス交流センタ ー東棟３ 階第研修室１
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令和７年度 男女共同参画基礎講座受講申込書 

性別記入欄は，ジェンダー統計※，講座内容の検討等のために設けていますので，差し支えなければ，ご記入ください。 
○ ジェンダー統計※：男女間の意識による偏り，格差及び差別の現状並びにその要因や現状が生み出す影響を客観的に把握するための統計 

 

受 講 

会 場 

※必須 

（いずれ 

かに○) 

(  )カクイックス交流センター会場での受講【定員：先着順８０名】 

(  )各市町村会場における受講（ZOOMによるオンライン受講） 

    受講を希望する市町村名 【                  】 

※市町村会場開設の有無，定員については受講を希望する市町村男女共同参画担当課へお問い合わせください。
 

ふりがな  性 別  

氏 名 

※必須 

 

 
年 代 

 １０代 ・ ２０代 ・ ３０代 ・ ４０代 

 
５０代 ・ ６０代 ・ ７０代以上 （○を付けてください。） 

連絡先 住 所 

※必須 

〒   ｰ 

 

職業・所属団体等 

差し支えなければ
 

 
お書きください。

 

 

電 話 

※必須 

□自宅（    -    -     ） 

□携帯（    -    -     ）
 

メールアドレス
  

託児希望 
※生後６か月から就学前まで 

 希望する （   人）    

この講座で学んでみたいこと 

知りたいこと 等 

 

 

                                   
     

 
 

申込フォーム ５月 30 日（金）申込締切 

※託児を希望される方は，５月 27 日（火）まで 

メール：p-harmony@pref.kagoshima.lg.jp   FAX：099-221-6640 

 急な日程変更もありえます。連絡の取りや

すい番号の□に✔ を付けてください。 

交 通 案 内  【受講に関して】 

※ 受講申込書の到着確認をもって参加申込み受付完了となります。 

 受講可否を確認されたい場合は，センターまでお問い合わせください。 

 （月曜日は休館日です。） 

※ 本講座は，鹿児島県男女共同参画地域推進員委嘱への指定講座と 

なります。 

※ 個人情報は，本講座の連絡及び男女共同参画に関する資料の送付 

 等の情報提供以外には使用しません。  

  ただし，本講座を修了した方については，男女共同参画地域推進員 

にふさわしい人材として，居住市町村に情報を提供する場合があります。

情報提供を希望しない方は，事前に鹿児島県男女共同参画センターま

で御連絡ください。 

 【駐車場】  

・約４５０台収容 

（講座受付にて認証を受ければ無料） 

【JR 利用】  

・鹿児島駅→徒歩約１０分 

【市電・バスの利用】  

・市役所前→下車徒歩約５分  

・水族館口→下車徒歩約５分 


